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1。ハ'ソド□□□について 

本製□□□には、5、年固の先出し t ソドハ''ソク保守私同梱されています。 

同梱されている サービス f 亇ットに記栽の約款に同意頂き、必要事項を記#し、 

当社に ノール .F A X 等で送って頂くことにより当社で_登■を行います。 

..屬 IflS 了後、先出し t ソ¥パ y ク保守が受けられます。 

登録完了の通知炫サ—ビス齐亇ットに記栽頂い feiS 守連絡窓□の方にノー ルで連絡いたします。 
«当社で'の登 a 完了後、サービスが開始されます。 


2。本製品の仕様について 

本製品の機能:等®•仕様 t つきましては、 

PN 2848 ◦の商□□□仕棒書（仕様書番号い+401 —28480 — SP 01) と同樣です。 


3。嘯属□口口 


( 1 ) PN 28480に付属している付属品 （2 .，+裏:の商□□□仕棒書参照）1式 

(2) サービスチヶ ' y 卜/約款1枚 

( 3 ) M N 0シリーズスイ y f サービス乎_ケ y 卜登諄までの谪れ/本サービスご利用.にあた つて 1枚 
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定常時最大 
定常時最大 
定常時最大 


コンソール。ポート： RJ45 コネクタ1ポート 

通信方式： RS-232-C ( ITU-TS ソ。24)準拠 

エミ1レーシヨソモード': VT 100 

通信条件 ：96 0 0 bps 、 8 b T t 、ノンパリティー、ストップビット 1 


SF P 拡張ボート： 4ポート 

x 1000 BASE-T 対応ツイストべアポート（ポート45〜4 8) との選択利用 
オプション： SFP-1000SX SFP モジ、 1— ル （ PN54021) 

SFP - 1 000LX SFP モジ、ール （ PN54023) 
SFP-LX40 SFP モジ、： l ー ル （PN54025) 


(※丨） MNO シリース省電カモード塔栽により、ポート接続状態を自動検矢□し、 
電力消費を必要量に抑制 


ツイストペア ポー ト： RJ 45 コネクタ48 ポー ト（条1) 

伝送方式： 1 EEE802.3 10 BASE -T 

1EEE802。 3 u 100BASE-TX 

IEEE802。 3 a b 1 000BASE-T 

伝送速度： lO / lOO / lOOOMbps 全/半二重 
適合ケーブル：ツイスト。ペア。ケーブル 

(E I A/T I A 568 カテゴリ ー5 e 相当以上） 

ポート1~48で lOOOMbp s 使用時 
最大伝送 S 離 ：10 0 m 

オートネゴシ I 一、ンョン機能：通信速度。全半二重を自動認識 

設定により 10 Mbps , 100 Mbps および全二重、半二童を固定可能 


静電気放電 （ ESD ) : IEC61000-4-2 ( 10 K V ) 

放射電磁妨害 ： IEC 61000 -4-3 L e v e I 2 

電気的フ7ストトランシ、、エント八、、-スト: IEC61000-4-4 L e v e 13 
電気的サージ : IEC61000-4-5 Leve 13 

(AC line ) 

耐伝導 ノイズ性 ： IEC 6100 0 - 4- 6 Leve 12 

電源周波数イミ 1 ニティ ： IEC 61000-4-8 L e v e I 4 
瞬停/電圧変動 ： IEC 61000 -4-11 


電磁放射 VCC I クフス A 


保管温度範囲 - 2 0〜7 CTC 

保管湿度範囲10〜9 0 %RH (結露なきこと） 


動作温度範囲◦〜 5 CTC 

動作湿度範囲 2 0~80 %RH (結露なきこと） 

(系1 ) ファソを高速（工場出荷時）に設定し、ご使用いただく場合は◦〜5 0 C 対応 
ファソを低速に設定し、ご使用いただく場合は〇〜4 CTC 対応 
(ご注意）上記条件を満足しない場合は、火災。感電。故障。誤動作の原因となり、 

保証致しかねますのでご注意ください。 


A C 10 0 V . 50/60 Hz 、 2。0 A 


添付商品仕様図による 
4。フ k g 


-1。定格入力電圧 
-2。消費電力 

-3. 動作環境 


-4。保管環境 

-5„適合幾制 
-6。耐性 


蘭. 

-1。形状及び材料 -+ 色彩 
-2。質量（重量） 

能（止通） _ 

— 1。ネット7 —ク捿続 


一2。ターミナル 

ェミ车レータ接:続 
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ノロ」 □□ 




( 1 ) POWER (電源 ） LED (縁） 

点灯：電源 ON 

(2) ANY COL 。 （コリジョン ） LE D (橙） 

点灯：半二重で動作時にいずれかのポ-卜でパヶ'ソト衝突発生 

(3) STATUS / ECO (ステータス / EC 〇モード ） LED (緑） 

点灯： ステータスモー ドで動作 
点滅： エコ モード'で動作 
各ポートの表示は次頁の表1を参照 

(4) GIGA (G 1 G A モード ） LED (縁） 

点灯 ： G I G A モードで動作 
各ポートの表示は次頁の1を参照 

(5) 10 0 M (スピードモード ） LED (縁） 

点灯： スピー ド モー ドで動作 
各ポートの表示は次頁の1を参照 

(6) FULL (DUPLEX モード ） LED (縁） 

点灯 ： DU PLEX モードで動作 
各ポートの表示は次頁の1を参照 

(7) LOOP HISTORY (LOOP HIST 〇 RY モード ') LED 

点灯 ： LOOP HISTORY モードで動作 


点滅：ループが発生中、または過去3日以内にル • 
各ポートの表示は次頁の表1を参照 


プが発生 


前面部にある L E D 表示切替ボタンを使用して、接続している端末との接続 
確認の表示 （ステー タ スモード）、 1 QOOMb p s の伝送速度の表示 （G I GA モード: 
10 0 Mbps や 10 Mbps の伝送速度の表示（スピードモード）、全二重、半二重の 
伝送方式表示 （ DUPLEX モード）、ループか'発生したポートを LED で表示し、 


:ードはステータスモート、ェ J 勿 I 


ループの発生履歴を表示する （LOOP HIST OR 丫モード）全てのボート LED を 
消灯させる （ ECO モード）ことができます。 

電源起動時の モードをベースモードといいます。ベースモー ドは ステータスモード （工場 I 
荷時）と EC 〇 モードの 2種類があります。 ベースモードの 切替は LED 切替 ボタンを 
長押し （3 秒間以上押下）により変更できます。切替か'正常に行われると STATUS / 
C 0 LED、GIGA LED 、10 0 M LED , FULL LED 、 LOOP HIST 
〇 RYLED の 5 つの LE D が一斉に点灯し、消灯した後変更完了となります。 

また、他モードへ丰動で変更しても、 LED 切替ボタンを1分間使用しなかった場合に、 

1分後に自動的にベ _ スモー ド（ステータ スモー ドあるいは EC 〇モ ー ド）へ戻ります。 

ベースモードは電源〇 FF になっても保持されます。 


平成24年 7月17日 
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I ノロ」 □□ 


2 種類のベースモードと各モードの LED は以下のように切替えができます c 
ベースモードがステータスモード（工場出荷時）の場合 


手動で LE D 表示切替ボタソを押す 
—► 自動 

—► 自動で 1 分後にベースモードに戻る 


ステ- 

ータスモード „ 

GIGA 

^ スピード 

DUPLEX 

(ベ 

ースモード） 

モード 

モ-卜 

モード 


ルー プヒストリ_ 
モード 


ベースモー ドが E C 〇 モー ドの場合 



手動で LE D 表示切替ボタンを押す 
自動 

自動で 1 分後にベースモード'に戻る 


E 〇〇モード 

_ ステータス _ H 

GIGA 

&スピード 

^ DUPLEX 

(ベースモード） 

モ-ド 

放 モ-ド 

モ-ド 

モ了ド ， M 

▲ 

1 

1 







.モードの LED とポート 1 〜 48 の LE D は以下のように対応します。 


モ-ド 

ステータスモー 

G 1 G A モード 


モ _ 卜表二、 

STATUS / EC 〇 


- ED 表示 ポート 1〜4 8 の LED (左）綠 


ポート 1 〜 48 の LE D (右）橙 


点灯 

点灯 点滅 
消灯 

点灯 

点灯 消灯 


スピードモード 

10 0 M 

点灯 

D U P L E X モード 

FULL 

点紅 

—プヒストリーモード 

LOOP H I STORY 

点 ft 

E 〇〇モード 

STATUS/ECO 

点)威 

ポ-卜 L E D 




LED (左)- 



端末との接続が正常 
データ送受信中 
未接 Ite 

1000 Mb p s でリンクが確立 
1 00 Mb p s 、 1 0 Mb p s でリンクが 
確立あるいは未接続 

100 Mb p s でリンクが確立 
1 〇〇〇 M bps ある C 、は 1 0 M b p s で 
リソクカ’''確立あるし ''は未接続 

:全二重でリンクが確立 
:半二重でリンクが確立あるいは未接続 

ループ角を消後、 3 日以内 
ループ発^なし 

:端末との接続、未接続に関わらず、 
すべて消灯 


•点灯：ループ検知。遮断機能により 
遮断中 

消灯：ループ検知。遮断機能による 
遮断なし 





平成24年 7月17日 


e — ネット7 —クソリ 1 — ショソ事業本部 
Xv 卜7— ク商品事業部 


■ 


パナソニック E S ネットワークス株式会社 














b 年先出し r ノト''ハ''ック保寸斤'ント''ル商品 


PN 2848 0B5 


'□一」 □□ 



4„カスケート樓統 


5。再起動 


6。 エージエン ト仕様 


7。設定 


8。スイ ' y f の管王邏 


9。ループ粮知 


ポード1〜48が An t 〇 M D I / M D I — X に対芯（固定設定可能） 
::齒信_条件を固定に設定したポートは' M D I -X になります。 

工場出荷時は、ボート1〜44は M D — X になります。 

ソフトウ I アから以下の3つのモードでリ t 、 y 卜可能 

( 1 ) ウォームスタート 

(2) 工場出荷時に戻るリ t ット 

(3) 1 P アド'レス以外工場出荷時に戻るリ七、ソト 
いずれもリブートタイマー機能によりタイマー制御可能 


管理用プ□トコル： SNMPvl / v 2 c 
TELNET 
S S H v 2 

ソフトウェア。ダウ ソロー ド用プロトコル 
サポート MIB : M I B || 


(R F C 1 15 7) 

(R F C 8 5 4) 

( RF 〇4250〜4 254) 
(R F C 7 8 3 ) 

(R F C 1213 ) 

10は未サボート] 

(R F C 14 9 3 ) 


L ただしグループ3，5，8，9，10は未サボート」 

B 「 丨 dge-MlB ( RFC 1493) 

[ただし do 1：1 d S \ p , do 文1 d S \ a i \ c は未サボート 
SNMPv 2 -MIB ( RFC 1907) 

[クループ1のみサボート] 

以下の方法によって管理用パラメータの設定が可能 

( 1 ) コソソール。ポートに接続された非同期端末からの設定 

(2) te 〖 net 接続した遠隔端末からの設定 

以下の方法によってスイ、ソチの管理が可能 

( 1 ) コソソール。ポートに接続された非同期端末からの管理 

(2) telnet と SSH により接続した遠隔端末からの管理 

(3) S N M P マネージ y による管理 

ループが発生したポートを LED でお知らせし、そのポートを自動的に遮断します。 

(遮断時は、ポートの LED を橙点灯表示） 

また、ループが発生中、または過去3日間ループが発生した場合には 、 LOOP HISTORY 
LED が点滅し、お知らせします。 




10。その他 


ループの 発生を検知する ポー ト（〇 N /0 FF ) 


ループ検知の設定切替 （ ON / OFF ) 


_プが発生したポートの遮断時固 


-ブが発生したポートの履歴保持時間 


: ON 1〜4 4、 

OFF 45〜4 8ポート（工場出荷時設定） 

: ON (工場出荷時設定） 

コソソールによる設定、または L E D 表示切替ボタンを 
10秒以上長押しにより OFF/ON 切替 
電源を〇 F F にしても設定は保持されます 
: 6 0〜864 0 0秒（工場出荷時設定： 6◦秒） 

設定時間ポート LED (右）橙点灯し、ポートを遮断 
ループが解除されていない場合は、再び設定時間 
ポートを遮断 
: 3日間 

LOOP HISTORY LED が3日間点滅 
また、 LOOP H I STORY モードに合わせると、 
ループ解消後3日以内のポ—卜 LED (左）が点灯 


TFT P Client (ソフトウェアアップグレード、設定情報の保存。読込） 
□グイン RADIUS (RADI US サー八によるログイン認証機能） 

電源コード掛けブロック（電源コードの抜け防止） 


平成 24 年 7117 日 


㊀ ーネソ 
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一 7 。青争音ノァソ 

コントロール機能 


-6。ホート 

モニタリング 



一8。アクセス 

コソト□—ル機能. 


— 1。スイッチ機能 


スイッチング方式 
スイ'ソチンク容量 
パケ、ソト転送能力 


M A C アドレステーブル 


パ'ッファ 
フ. □—制御 

エージング 

ジ ' v ソボフレーム対応 


:ストアアンドフォアード 

: 9 6 G b p s 

:1， 488， OOOpps / ポート （10 00 Mbps ) 

:148，800 pps / ポート （ 100Mbps) 
14，880 pps / ポート （ 10Mbps) 

:8 K エントリ-/1ニット 

(ポ-卜単位で自動学習の有効/無効が可能、固定登録が可能） 
: 512 K ハ 、 Y 卜 
:半二重時ハ' v クプレ、ソシャー 

全二重時 8 0 2。3 x 

:1〇〜10 ◦ 0 0 0 0秒（デフォルト値は3 0 0杪） 


通信可能なポートのグループ化ガ''可能 

IEEE 8 0 2。 1 Q タグ V LAN プ□ト コル 準拠 
VLAN 登録数256個（デフォルトも含む） 

最大8 グルー プ耩成可能 （ 1 グルー プ最大8 ポー ト） 

IEEE 8 0 2 。lp 4段階の優先制御をサポート 
(絶対優先スケジーリング） 

対象となるポートのトラフ ィツ クスを指定したポートに コ ピーして送信可能 
(複数の対象ポ-卜指定か'可能） 

動作環境温度に合わせ、ファン回転速度を設定 


ェ塚出荷時 


■射乍環境温度. 0 " C - 5 0 *C で使用 される 
場5 はファンを 高速に設定 してください ( 


i 爲率®パフメータでァク t ス制御が可能. 

(1) IP アドレス （Source または Destination ) 

(2) MAC アドレス （Source または Destina-tion 

(3) TCP / UDP ポート番号 （Source または D e s t 1 n 

(4) VLAN ID 

(5) [ EEE 802 。 lp Priority 

(6) DSC P 

(7) Protocol 
(8 ) [〇 M P タイプ 

(9) TCP SYN Flag 
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定機能 


設定機能 


スイッチング 

設定 


2。時間設定 


2。モこ夕 機能 
2- 1。基本情報 



I ノロ」 □□ 


。管理情報設定 

» I P 設定 

。 S N M P 設定 

。ポート設定 

。アク t ス条件設定 

。： L — ザ名/パス7 —ド設定 

。 F D B 設定及び参照 

。時刻設定 

。 VLAN 設定 

。ポー ト グルーピソグ 設定 

。リンクアグリデーシヨソ設定 

。ポートモニタリソグ設定 

。アク t スコソト□—ル設定 

。 Q 〇 S 設定 

。ストームコソト□—ル設定 

。 LE D モード設定 

。ループ検知設定 

»ポートカウソタ参照 

。ソフ ト ウェアアップグレー ド設定 

。設定ファイルの保存/読込設定 

。再起動設定 

。システム□グ 

。設定情報の保存 

。テクニカルサボート情報 

。 SNT P 設定 
。時刻手動設定 


。システ ム情報の設定 


:稼働時間 （ sysUpTime ) の表示 
詳細情報 （ sysDescr ） の表示 
管理者 （ sysContact ) の表示 
設置場所 （ sysLocation ) の表示 
ホスト名 （ sysName ) の表示 


ネクタ ヒソ配 i 

一卜1 ~ 4 8 


状態 

ピン N 〇。 

1 2 3 6 4 5 7 8 

MD I -X 

信号 

Rl DR + Rl DB - Rl DA + Rl DA - Bl DD + Rl DD - Bl DC + Bl DC - 

MD I 

信号 

Bl DA + Bl DA - Bl DB + Bl DB - Bl DC + Bl DC - Bl DD + Bl DD - 


, 〇 . , N1 11111111 

ヒノ NO . 2 3 4 5 6 7 8 


ソソール。ポート 


ピソ N 〇。 

信号 

ピソ N 〇。 

信号 

1 

G N D 

5 

G N D 

2 

N C 

6 

R X D 

3 

T X D 

7 

G N D 

4 

G N D 

8 

N C 


レへ， M iiiiiiii 

ヒノ NO . 2 3 4 5 6 7 8 
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( 1 ) 取扱説明書 

(2) CD-ROM 

(3) ゴム足 

( 4 ) 取付金具 （19 インチラックマウソト用） 

(5) ねじ （19 イソチ7、ソクマウント用） 

(6) ねじ（取付金具と本体接続用） 

¢7)電源コード（系） 

( 系 ） 付属の電源 コ —ドは A C 10 0 V 専用 コ 


( xl)L X 4 0を対向でご使用ください（通信速度 1000 Mbps ) 
(条 2) 光許容植失が一19 d B 以下でご使用ください 


光ファイバ'。ポート： LC コネクタ （2 芯） 

伝送速度 ： 1 0 0 0 Mbps 全二重 
適合 ケープル： 光 ファイバ'ケーブル 

10 /12 5 u m シングルモードファイバ、 
最大伝送距離： 4 0 K m (^2) 


光ファイバ、。ポート： LC コネクタ （2 芯） 

IEEE 802。 3 z 1 000 BASE-LX 
伝送速度 ： 1 0 0 0 Mbps 全二重 
適合ケーブル：光ファイハ' ケーブル 

10 /12 5 u m シングルモード、ファイバ 
最大伝送距離： 10 K m 


光ファイバ、。ポート： LC コネクタ （2 芯） 

IEEE 802。 3 z 1 000 BASE-SX 
伝送速度 ： 1 0 0 0 Mbps 全二童 
適合ケーブル：光ファイバケーブル 

5 0 /12 5 4 m マルチ モード ファイバ' 
62 。 5 /12 5 m m マルチモード ファイバ' 
最大伝送距離： 5 0/12 5 4 m の場合 6 5 0 m 

62 。 5 / 125 /xm の 場合 2 2 0 m 


( 1 ) 19イソ f フックへの取り付け 
¢2)据え置き 


( 1 ) RJ 45- Dsub 9 ピンコンソールケーブル：1本 


- 1。設置方法 


-2。付属品 


一1。コノ ソールケーブル 

(品番： P N 7 2 ◦ ◦ 1 ) 

— 2 。 $f P - 10 0 0 S X 
(品番： P N 5 4 ◦ 2丄 ） 


-3 „ S F P - 10 0 0 L ：K 
(□□□香 ： P N 5 4 0 2 3 ) 


- 4 。 S F P - UK 4 0 
(品番： P N 5 4 0 2 5 ) 
(:※ 1 ) 
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9。安全確保..のための.使用 jf ) 禁止事項 

下記の頂目を満足されていない; i 合の卜つブルに関しては、青任奄負いかねます, 
本商品のご使用に際しては、.，以下の点を遵ザください。 

( 1 ) 交淹1〇 〇 V 以釙では使確しない 
火災。感電。故障の海因となります。 

(2) この装置を分解。改造しない 
火災。感電。故障の原因となります。 

(3) 開□部やツイストぺ アポー ト、 コソソールポー ト 、 S F P 拡張ス □ッ トから 
内部に金属や燃えやすいものなどの異物を差し込んだり、落とし込んだりしない 
火災。感電。故障の原因となります。 


(4) ツイストペアポートに 1 0 BASE • 
接続しない 

火災。感電。故障の原因となります c 


T 以外の機器を 


(5) SFP 拡張ス□ットに別売の SF P モジ： l — ル （ SFP - IOOOSX / SFP - IOOOLX/SFP 
LX 4 0) 以 外を実装しない 

火災。感電。故障の原因となります。 

(6) コンソールポートに別売のコンソールケーブル PN 72001 RJ 45- DSub 9 ピソ 
コンソールケーブル 以外を接続し ない 

火災。感電。故障の原因となります。 

(7) ぬれた手で電源ブラグを抜き差ししない 
感電。故障の原因となります。 

(8) 水のある場所の近く、湿気やほこりの多い場所に設置しない 
火災。感電。故障の原因となります。 

(9) 直射日光の当たるところや温度の高いところに設置しない 
内部の温度が上がり、火災の原因となります。 

(10) 雷が発生したときは、この装置や接続ケーブルに触れない 
感電の原因となります。 

(11) 電源コードを傷つけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり 
たばねたり、はさみ込んだり、重いものをのせたり、加熱したりしない 
電源コード'が破揖し、火災。感電の原因となります。 

(12) この装置を火に入れない 
爆発。火災の原因となります。 

(13) 必ず アース 線を接続する 

感電。誤動作。故障の原因となります。 

(14) 電源コードを電源ポートにゆるみなどがないように確実に接続する 
感電や誤動作の原因となります。 


(15) ステータス/ EC 〇モー ド LED ( STATUS / ECO ) が燈点滅になった場合は、 

故障のため電源プラグを抜く電源を供給したまま長時間放置すると火災の原因になります。 




平成24年 7117日 


e — ネット 7 —クソリ 1 —' ンョソ事業本咅 I 
ネ 'ソト 7 — ク商品事業部 




パナソニック E S ネットワークス株式会社 






b 年先出し!?ント''ハ''ック保寸斤'ント''ル商品 


PN28480B5 


'□一」 □□ 



(16) 故_時ほ:電谭プ養グをまく 

電源を供給したまま長時間放置すると火災の原因となります c 


(17) ツイストぺ アポー ト、 SFPte 張ス □ッ ト、 コソソールポ ー ト、電源: 
手などを切らないよう注意の上取り扱う。 


ド掛けブ' □ 、ソクで 


〇。使用上の注意事項 


( 1 ) 内部の点検。修理は販売店にご依頼ください。 


(2 ) 商用電源は必ず本装置の近くで、取り扱いやすい場所からお取りください。 


(3 ) この装置を設置。移動する際は、 


ドをはずしてください C 


(4) この装置を清掃する際は、電源コードをはずしてください。 

(5) 仕様限界をこえると誤動作の原因となりますので、ご注意ください。 

(6) RJ 45 コネクタの金属端子やコネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジ丄7プフグの 
金属端子、 SFP 拡張ス□ット内部の金属端子に触れたり、帯電したものを近づけたりしない 
でください。静電気により故障の原因となります。 

(7) コネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジ'17プラグを力一ぺットなどの帯電する 
ものの上や近边に放置しないでください。静電気により故障の原因となります。 

(8) 落下など強い衝撃を与■えないでください。故障の原因となります。 

(9) コンソールポー トに ツイス ト ペアケーブルを 接続する際は、事前にこの装置以外の金属製 
什器等を触って静電気を除去してください。 

(10) 届囲の温度が4 CTC の場所でお使い下さい。 

ファソを髙速に設定してご使用いただく場合は、〇〜5 0 ’ C の場所でお使い下さい。 

ファンを低速に設定してご使用いただく場合は、〇〜4 〇10の場所でお使い下さい。 

また、本装置の通風□をふさがないでください。 

通風□をふさぐと内部に熱がこもり、誤動作の原因となります。 

(11) 以下場所での保管。使用はしないでください。 

(仕様の環境条件下にて保管。使用をしてください） 

- 水などの液体がかかる恐れのある場所、湿気が多い場所 

- ほこりの多い場所、静電気障害の恐れのある場所（カーぺットの上など） 

- 直射日光が当たる場戸斤 

- 結露するような場尸斤、仕様の環境条件を)茜たさない局)显。低)显の場尸斤 

- 振動。衝撃が強い場所 

(12) フックマウソトをする場合、もしくは隣り合わせに装置を設置する場合は、 

装置の間隔を2 0 m m 以上空けてお使い下さい。 

(13) SFP 拡張ス□ットに別売の SFP 拡張モジ1 — ル 

(SFP - 1 OOOSX/SFP - 1 000 LX / SFP - LX 40) 以 外を 
実装した場合、動作保証はいたしませんのでご注意ください。 
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11。品質保〗正について 

本商品め.品質管理には最大の注方をいたしますか'、 

( 1 ) 万一.本商□□口.®品質不良#原因となり、人®並びに財産 K 多大の影響が予 5 刖ざれる Jf 合には、 

本仕#書記載-の特彳督*数値に対レ翁褡を持たれ.かつ二重回路等の安全対策を、姐み込んでいた 
だくことを、製造物青任の観点からお勧めします。 

(2 ) 本商□□□匁品質保証期固はお買上げ日より1年固とし.本仕1差書に記鐵された項目とその:_囲内 
とさせていただきます。本商品に弊社の青による瑕疵が明らかになった塌&には、 

誠意をもって代替□□□の提供、またほ:瑕疵部分の交換、.修理を本商□□□の納入場 if で截やかに行わ 
せていただきます。 

但し、次の場合はこの#証の射象から除かせていただきます。 

1 ) 本商品の故橇や瑕疵から課発された他の揖害の場舍^ 

2) お買い上げ後の®®い、保管、..,運搬（輸送）において，本仕_書記載以外の条忤が本商品 
に力|わった場合。 

3 ) お買い上げ時までに実!！化されている技術では夸霉することが不可能であった現象に®因 
する場合。 

4) 火災*_震。洪家 • 紛争など弊社に青のない自然あるいは人為_な炎害による_合。 


取®説囑書.本体貼付7ベル等の注意書に従った使用状.態で保証期固内に故障した.場合には、®料 
修理させていただきます。 

お客様の®圾説明書に翁わない操:炸に起因する:_害および本商品の：故_。誤動作などの要因によっ 
て..通信の機会を逸したために生じた損害については、その责任は,0かねますのでご了承ください 

1証期固内でも次の場.脅: t £ は原 iit - i ； して_麟修理対象外にさせていただきます。 

(イ）翁用上怨誤りおよび不当な修理や改造による故障および植傷 
(口）お買上げ後の爾'對場蘭の移設、輪!送落爲などによる故障および損傷 
(ハ）火災、地震.水害. JS 雷.その他：天災地変および公害' 塩害' ガス害 （ 痛: { fc ガスなど）、 
異常電圧、指定外の.使用電_ (電圧、周波数）などによ％.故障および潰,傷 
(二）保証書勿:提示がな t "1: 靡合 

(ホ>保証書にお買上け日お客錄名の記入のない場合，あるいは字句を書 g 替■えられた場.敎. 
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